









○●○	 「アジア高等教育圏」について	 ○●○	 
	 さる 6月 26日（土）、27日（日）に神戸大学において開催された第 46 回日本比較教育学会に参加
し、高等教育に関連する研究部会を中心に、複数の報告を聞いてきた。昨年についてもいえることで
あるが、主要な報告内容として、①ボローニャ・プロセスの進展状況とそれに関わる質保証や大学連




	 以前にも紹介した Campus	 Asia 構想や大学の国際化戦略の下、各国や大学による様々な取組が進め
られている中で、関係者が今とくに必要としているものは、単位制度、成績評価や単位互換制度、そ
れらを含めた公的な質保証システムのあり方等の基本情報にあることは疑い得ない。	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うまでもないであろう。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （文責	 評価システム研究部門	 渡辺	 達雄）	 
	 







平成 19 年 6 月、ぎょうせい	 
・ 独立行政法人大学評価・学位授与機構（編著）『大学評価文化の展開‐評価の戦略的活用をめざ
して』平成 20 年 3 月、ぎょうせい	 
・ 川口昭彦著、独立行政法人大学評価・学位授与機構編集『大学評価文化の定着‐大学が知の創造・
継承基地となるために』平成 21 年 5 月、ぎょうせい	 
・ 独立行政法人大学評価・学位授与機構（編著）『大学評価文化の定着‐日本の大学教育は国際競
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